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（評価結果の所見） 

本研究領域は、時空間的に不均一な環境下での植物の頑健かつ柔軟でダイナミックな適応能力に着

目し、この適応能力の分子機構を解明することを目的としている。これまで着実に成果を上げつつあ

り、発表された論文の多くがトップジャーナルに掲載されている点は高く評価できる。さらに、研究

領域のマネジメントの観点からは、領域代表者が確立した解析技術を研究領域内で共有し、大きなシ

ナジー効果を発揮するとともに、多くの若手研究者の昇進が実現するなど、若手研究者の育成プログ

ラムが有効に機能していると評価できる。 
領域代表者が明らかにした「転写開始点変化によるプロテオーム多様化」は、転写制御に関する新

しい機構の発見につながる可能性を秘めており、今後の更なる発展に期待したい。また、動物と植物

での機構を比較した新しい概念を構築し一般化できるか、あるいは、植物独自なものとしての制御機

構を明らかにできるかなど、一般原理への今後の追究に期待したい。 

 


